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との調査は，北海海総合開発の一環である，

地下資源開発のための基礎調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 34 年 3 月

北海道開発庁
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L万分の占地質図書斜里岳 (網走ー第 50 号〉

北海道立地下資源調査所

北海道技師杉本良也

同 長谷川 潔

はしがき

この図幅および説明書は，昭和 30 年と 31 年とに実施した野外調査の結果を整理したも

ので，ここにその概要を報告する。

ヰミ

図幅内の斜里岳，江鳶岳地域は長谷川(一部を北海道大学理学部高橋俊正が受持った)，

本* **
西部の斜里川流域は杉本・長谷川，東南隅は杉本が，それぞれ調査を行った。とくに，斜

里岳の夏季の野外調査は，歩行困難なため， 6 月初句の積雪期に調査を行った。しかし，

積雪のために露出が悪く，野外調査については，満足すべき成果がえられなかった。

地質学的には，乙の地域の基盤は，東部北海道のグリシタフ地域に，図幅の大部分をし

める第四紀の火山岩類は，千島火山帯に，それぞれ相当するものである。

図幅内およびその周辺は，かつて岡村要蔵?六角兵吉 l2 より，地質・鉱産資源調査が行

われた。その後はかえりみられなかったが，戦後膝井義土砂摩周・屈斜路・阿寒火山の研

究を，島田忠夫・矢崎清貴が網走市附近の新第三紀層の地質・地化学調査を，山口四郎，

長谷部完全，大田垣亭は，知床半島南部における鉱床学的研究を，それぞれ行った。これ

らの調査資料は，この調査を進めるにあたって，また，説明書を作成するにあたって，益

する所大であった。

1) 岡村要蔵:鉱調， No.20, 1914

同 :地学雑， Vol.26, 1914.Vol.27, 1915

2) 六角兵吉:鉱調， No.33, 1922

同 :地学雑， Vol.35, 1923

3) 勝井義雄:地質雑， Vol.61, 1955，火山， Vol.2, 1957，地科， No.39, 1958

4) 島田忠夫・矢崎清貴:石技協， Vol.21, 1956, Vol.22, 1957

5) 山口四朗他:鉱山地質， Vol.3, 1953

キ長谷川記述，料杉本記述，取りまとめは杉本が行ったっ
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I 位置台よび交通

乙の図幅のしめる地域は，知床半島の基部にあたり，斜里低地帯の南方l乙連なる山地帯

である。

行政的には，南東隅は標津村，中標津町，北東隅は斜里町，北西部は小清水町，南部は

清里町に，それぞれ稜線あるいは河川を境として，わかれている。村落は，ほとんど斜里
さつつも 1)

川流域の沖積地帯に発達している。その主なものは，北から上斜里，札鶴，緑の各市街地

である。だが，第二次世界大戦後，標高 100m 以下の摩周軽石におおわれる平坦面には，

多数の開拓者が入植している。

交通機関としては，斜里川にそって，釧網線がある， 100m 以下の平坦地と斜里川にそ

っては，縦横に道路が開撃されている。だが，図福の大半をしめる山地一一斜里岳，江鳶

岳，サマザケヌプリ山山麓-ーには，わずか数条の林道が通じているにすぎない。かつて

は，この山岳地域には，森林資源が豊富であったため，多くの搬出用道路があったが，現

在では，それらの道路は全く荒廃し，かろうじて，その形跡をとどめているにすぎない。

II 地形

概観すると，乙の地域は，地質と密接な関係をもっ数個の地形区にわかれる。

(1) 標高 120m 以下の平坦地あるいは丘陵性台地地区

(2) 標高 150~300 m の火山砕屑岩台地地区

(3) 更新世・沖積世の火山岩類で形成された山岳地区

(4) 斜里川流域に発達する沖積原野地区

(1) の地区は，図隔の北部をしめて，かなり広く発達している。北西隅では札鶴層，東

北隅では札鶴層や斜里岳火山砕屑岩堆積物が優勢に発達・しており，その上を摩周軽石がお

おっている。したがって，いちじるしい平坦地は，札鶴層の堆積面を，丘陵状地は，斜里

岳火山岩屑堆積物面を，それぞれあらわしていると考えられる。この面が，現在主な開拓

地となっている。

(2) は (1) に連らなり， (1) の南部に広く発達する。乙の丘陵性台地は，勝井が指摘し

1) 旧名上札鶴

2) 勝井義雄:前出， 1956, 1958
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た火山砕屑岩一一屈斜路火山噴出物一一一台地に相当するものである。 しかし， (1) の平坦

面より起伏にとむ。これは，流理面と堆積面との差，および堆積時代の相違による侵蝕度

の差と解釈される。

(3) は，斜里岳，江鳶岳，ナマッケヌプリ山周辺地域である。すなわち，斜里岳基底か

ら江鳶岳(標高 713.0 m) にかけては，斜里岳基底火山岩類が発達するが，山体は解析さ

れてゆるやかな傾斜をしめし，火山の原形は全くとどめていない。だが，わずかに江鳶岳

の南東部に，南に開いた半径 2km の火口の面影と解される地形が存在する。

これに対し，山頂の火口を中心として，半径 2.5 の範囲に裾野を拡げている本体火山は，

典型的な載頭円錐形火山に高する。乙の本体火山形成のあとで，山頂附近に小寄生火山(山

頂火山〉を造っている。 との山頂周辺には，乙れらの火山活動に伴う径印Om~l km の

火口が，数個所に認められる。

これらの本体，山頂火山は，頂上附近まで植物でおおわれているが，山腹を刻む放射状

谷の発達もさほどでなく，火山形態は，ほとんど完全に保持されている。しかし，歴史時

代の活動記録もなく，火山の余勢は全く認められない。かっこれらの放射状谷は通常水の

ない澗沢である。このように斜里岳は，美しい地形を呈しており，最近では，上斜里から

の登山道路ができたので，夏季は登山者でにぎわう。

このように本体火山と基底火山との地形上の差は，後述するような，噴出時代の差異に

よるものと解される。

また，南東隅には，ゆるやかな斜面をもっナマザケヌプリ山(標高 1062.5 m) がそびえ

ている。とれば，山頂を中心として，半径 35km の範囲に裾野を拡げる成層火山ぞあった

と考えられる。だが，侵蝕はかなり進んで谷の発達は顕著であり，火口の位置も明瞭では

ない。ほぽ，前述じた斜里岳茎底火山の発達区域の地形に類似するので，大体同時代の，

同一機構の火山であったと思われる。

(4) は，斜里川およびその支流にひろげられた，幅 2km におよぶ低地および扇状地で

ある。この地区が，主要な農耕地帯となり，主な村落が発達する。

図幅山地内を流れる主な河川は，斜里川およびその支流の札鶴川である。斜里川は斜里

岳基底火山岩類を取り巻くような流路一一南部では東西，西部では南北方向となる一ーを

とっている。東西方向の流路では，沖積原は，あまり発達していないが，南北方向になる

と，広い沖積原が発達し，斜里川は，蛇行がいちじるしくなる。そのほかの河川は，水量

も少なくて必従谷を形成している。だが，熔岩の末端部一ーたとえば斜里岳基底熔岩のよ

うにーーでは，処々に懸崖飛爆を形成している。また，熔結凝灰岩の発達する斜里川中流，
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タテクシナイ沢，ユクリコf ロマナイ沢の両側には，熔結凝灰岩に特有な， 10m ほどの垂

直な崖がみられる。

III 地質概要

乙の地域を構成する地質系統は，新第三系およびそれ以降の地層と火山岩類とである。

しれとこ

新第三系は，知床半島の延長部に相当し，わずかに河民に窓状に露出するにすぎない。

いわゆる東部北海道に発達するグリンタブ地区の一部であり，また，千島弧状構造線の内

帯一一グリーンタブーーの一部に相当する。したがって，これら新第三紀層の層序，構造

は大局的には知床半島と同様である。すなわち，ナマッケヌプリ山山麓の各河底には，グ

リシタフ，流紋岩などが発達し，その西側にゆくと，上位に相当する頁岩・泥岩がゆるい

傾斜で発達し，半島部中軸に発達する背斜軸の西翼に位置しているといえる。

一方，新第三系以降の地層と火山岩・類は，千島火山帯の西南部にあたり，国後島と雁行

する 1 つの弧状配列として取扱われるもので，阿寒知床帯に高する。すなわち，斜里岳・

エトシピ岳・ナマヅグヌプ P 山を構成する各火山は，阿寒・屈斜路・摩周火山から知床半

島の突端にいたるまでの半島の中軸にそって分布する，一連の火山の一部である。しかも，

これら各火山は，位置的には，半島にそう大きな背斜軸の上にあり， しかも，グリンタブ

などの火山活動がいちじるしかった位置上に，のることにもなる。

これらの図幅内の火山は，すべて成層火山であり，玄武岩質安山岩，輝石安山岩，輝石

石英安山岩で構成されている。これらのうち，屈斜路火山噴出以前の各火山は，いずれも

鉄苦土質の安山岩で特徴づけられる。一方，図幅の西半および南部の大部分は，屈斜路湖

の陥没をひきおこした多量の火山砕屑岩類で構成され，台状地形を呈する。この屈斜路火

山噴出物は，石英安山岩質であり，軽石流，熔結凝IX岩を主とする。その分布は，さらに，

隣接する藻琴山図幅と摩周図幅の地域にまで拡がる。これらをおおって，摩周湖の陥没を

ひきおこした軽石堆積物が，図幅全般にわたって分布する。

上にのべた各地層，岩層の上下関係は，必ずしも明らかではないが，第 1 表のように総

括される。

図幅内の新三系の一部は，前述のようにグリシタフ地域に相当するので，金属鉱床の旺

1) Minato, M.etal:Bull.Earthq.Res.Insl, 34, 1956

2) 門倉三能:前出， 1916

3) 山口四朗他:鉱山地質， Vol.3, 1953
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時代|層 序|柱状図|附号| 岩質

'氾濫原堆積物 ~~~f，"i笠鐙2~r~砂，磯，粘土，え山灰

火山骨屑堆積物 [~"~~1:潟奴~~J T I 安山岩塊，砂

扇状地堆積物院~~:r~:~:t:.~r~~·:沼 F I 砂，傑，火山灰

摩周軽石堆漬物 I:O， "IOO，~乞:うじ;j M I 普通悩紫蘇輝石安山岩質軽石
Lo..tP.，.t 。、〆ο /.°. "，，:， .°....1

明火山岩屑堆削除議m~~:~jl~告]s川安山狩塊火山灰砂
現 I I , I 中央火山 B三 IIIfllllllllllllSh9 I 普通輝石紫悠輝石安山岩
I~I~| 噴出川 γVV t' V \i' '''v'''v

V viShs I 紫鮒石普通輝石安山岩

世 1:1~1 雨降火山 r)(~XX じXx;' ¥1Sh7 I 普通輝石紫鯛石安附
岳山噴出物院議滋滋~ Sh6 I 紫蘇輝石普通輝石安山岩

火|見|西蜂火山 L九九九九九九 v:~ Sh5 I 普通輝石紫細石安山岩

2| 川|噴出物 lγJJJ ム+ ~ Sh. I 紫蘇輝石普通町石安山岩

;¥ !?i? ょでよ?」 ?i 九~~ Sh3 I 安山岩釘集塊岩
物|本 火 山 ι弘之::J~凱 2 I 安山岩質集塊岩

E }三ι長宅?'圭"" >"'1Ds I 普通輝石紫鯨輝石安山岩
噴出物「九六でー グUj-=----I

[1\./1..1'1..." ハ A.A.A :'t Sh, I 普通輝石紫蘇師石安山岩
第 I I ト A Aムムハハ AA AJ _.., I

四| |河岸段丘堆積物必線認沼 R I 砂・隊粘土，浮石

II 札|浮石附胡能寺号与司 Sp I 浮石質粘土，火山灰，砂
約 l ド土.-士一=七士三予三斗 l

~砂機前橋務脅制!砂，礁，粘土 i河

思|熔結凝灰岩 f 今、，jJょっ:円う KV2 I 含普通断紫蘇輝石安山岩|
路 I I'，、:_'-! \~， ，_~，子公J

更| 生 l よ二パ二五三心~
I III I L・ H ‘'、- ~ IJ _I I
| 長 | 符号可~ι，~'II ~"I"コ l 紫蘇輝石石英安山岩質経石
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|ν v V V V V
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V V ν V V V

サマ y ケヌプリ 心、xxxx九九九三1 sz I 紫蘇輝石普通毎石安山岩
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防ぬ鋪 E芸品剣山 I( 同質集塊岩を伴う)
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第 1 表斜里岳模式柱状概念図

胎することも，充分期待される。しかし，その分布範囲がせまし今のところ鉱兆地さえ

もみつかっていない。わずかに，第四紀の火山活動にともなう鉱産資源が，存在するにす

ぎない。
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IV 新第三系

乙の地域l乙発達する新第三紀層は，露出が断片的ではあるが，岩相・岩質・走向・傾斜

などから，忠類層とタテクンナイ層とにわけられる。このほか，忠類層の堆積より多少遅

れて近入した火山岩類として，石英粗面岩があげられる。

忠類層はグリシタフで，タテクンナイ層は頁岩・泥岩で，それぞれ特徴づけられる。両

層の直接関係がみられる露出は，見当らない。しかし，その走向・傾斜から，整合関係に

あると解される。その時代は中新世で，東部北海道標式地の忠類層，越川層にそれぞれ対

比される。つぎに，これらの各地層について説明する。

IV.l 忠類層

この地層は，この地域の南東隅の斜里川・忠類川の各流域l乙標式的に発達する。そのほ

か斜里川支流のユクリ才ロマナイ川にも窓状に露出している。

この地域では，これより下位に当る地層は見当らない。また，これの上位には，直接の

関係は明らかではないが，岩相・定向・傾斜から，タアクンナイ層が整合にのっている。

忠類層は，つぎのような岩相からなる。

i石英粗面岩
忠類層(

l緑色凝灰岩，緑色砂岩

IV.I.a 緑色凝灰岩，緑色砂岩

斜里川，忠類川の最上流の流域lこ分布する。上位の石英粗面岩とは貫入関係をしめす。

この岩層は，緑色凝灰岩を主要構成面としているが，諸所に，やや粗粒の緑色砂岩と互

層し，厚さ 2.......5cm の縞状岩層を形成する。だが，緑色凝灰岩だけとなる所では，無層理

2 3K1a

物畠

咽

哨

前

岨

届M

1

総

M

A男

四

サ

類

品

々
R

U忠

口

・

図

P
リ

紀品

庁

新

第 1 図 新第三系の分布とその構造
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である。

標式地の忠類川では， N10ー E ・ 12°W ，斜里川上流では，川の流路と良く一致し，上流

から下流へ， EW ・ 25° N, NlOーW • 20ー E, EW ・ 24° N という具合に変化する走向・傾

斜を，それぞれしめしており，一種のベーズニ構造を形成している。さらに?これより下

流では，第 1 図にしめしたように，ゆるやかに摺曲している。

緑色凝灰岩の岩質は，忠類川と斜里川上流の流域では，粗撃で淡緑色から暗緑色を呈し，

石英粒は，ほとんどみとめられない。ときには，いちじるしくプロピライト化作用をうけ

た， 0.5~!.5cm の角疎状の輝石安山岩(まれに玄武岩塊〉を， ふくむこともある。だが，

乙れより上位の層序に相当すると考えられるユクリオロマナイ沢一一標式地より 6km 下

流←ーに露出するこの岩層は，淡灰緑色を呈し，ときどき石英の細粒もみとめられ，かっ

浮石片をふくみ，前者と多少異なる岩相をしめす。すなわち，この地層の下位から上位に

向って，火山活動が基性から酸性へと移り変ったことを物語っている。

緑色砂岩は，灰緑色を呈し，粗粒で，浮石片をふくむことがある。また上位では，淡褐

色の泥岩の薄層も介在する。

この地層は，今のところ化石も発見されず，その時代はあきらかではない。だが，岩-相

や構造から判断して，隣接する武佐獄図i幅の標式地の忠類層に，連なることはまちがいな

いので，忠類層に対比しておく。

IV.!.b 石英粗面岩

この岩石は，斜里川最上流に，わずかに分布する。

下位の緑色凝灰岩，砂岩の中に岩脈状に貫入し，上位のクテクンナイ層との関係は不明

であり，第四紀の火山岩類におおわれている。したがって，はっきりした貫入時期は明ら

かではないがi 隣接する武佐獄図幅内の石英担面岩の活動から，この層準に同定した。だ

が，式佐獄図幅内の，この種の小規模な岩脈状の石英粗面岩は，多くの場合，鉱化帯を伴

うのが特徴であるが，この岩体には，そのような徴候がみとめられない。なお，この石英粗

面岩はネパタ岩質のもので，岩質の点においては，武佐岳図幅のものと多少異なっている。

この岩石は，一般に灰白色を呈し，堅硬で，斜長石と石英の斑品が目立ち，ときには，

両斑品が 0.7mm 大に達するものもある。

鏡下では，斑状構造がし、ちじるしし、。斑晶として石英・斜長石がみとめられ，新鮮な

有色鉱物はみられない。石英は， 0.7xO.5mm 大のものもみとめられるが，通常 0.3mm

前後で，融蝕形を呈する。斜長石は，長柱状，卓状形，稜角形状を呈し，新鮮なものが

1) 杉本良也:五万分の 1 武佐嶺地質図幅(未干Ij)
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多いが，曹長石のほか緑泥石，絹雲母で置換されていることもある。まったく緑泥石と

褐鉄鉱質物で置換された有色鉱物がみられる。その結晶形から，角閃石と解される。

石基は，ガラス，絹雲母，緑泥石，わずかの炭酸塩鉱物の集合体よりなる。

IV.2 タテクンナイ層

この地層は，タアクンナイ沢下流，ホロカナノレ川と斜里川の合流点附近に，それぞれ，

小規模に窓状を呈して分布している。

下位の忠類層との直接の関係は，明らかではないが，前述のように，整合関係にあると

考えられる。上位は，すべて不整合に，第四紀の火山岩類におおわれている c

標式地のクテクシナイ沢では， N30ー W ・ 100 SW, ホロカナノレ川と斜里川との合流点附

近では， EW.50cS, N60ー E ・ N60° SE ，斜里川上流では， N15ー W • 10ー NE の走向・傾

斜をそれぞれしめしている。急傾斜の個所は，おそらく断層のための擾乱，他の個所は，

ゆるやかな摺曲を行っていると解される。

この岩層は，一般に灰白色~淡黄褐色を呈する凝灰質泥岩，砂質泥岩の互層からなり，

ときには，浮石質凝灰岩の薄層をも介在する。いわゆるタイプの越川層の岩相ほど竪硬で

なく，板状節理の発達もいちじるしくないので，見かけ上は異なる。だが，忠、類層 lこ対す

る構造，知床半島における幾品層の分布から考えて，いちおう，道東グリングブ地域の標

式地に発達する，幾品層に対比してさしっかえないであろう。

V 第四系

第四系のうち，サマザケヌプリ，アタックチヤ，斜里岳基底火山噴出物などは，いずれ

も更新世に相当し，屈斜路火山の外輪山に相当するといわれている。また図幅の南西隅の

河底に露出する屈斜路火山噴出物や，北東隅に分布する札鶴層，河岸段丘堆積物もまた洪

積世に属する。とのうち，屈斜路火山噴出物の時代については，下部更新世と上部更新世

との両議論がある。

2) 3)

石川，湊，勝井は，上部更新世とし，島田，矢崎は，岩相と亜炭の発達することから，

1) 勝井義雄:前出， 1958

2) ToshioIshikawaandl¥lasaoMinato:INQUA, 1953

3) 勝井義雄:前出， 1955

4) 島田忠夫，矢崎清貴:前出， 1956
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下部更新世の謝il路統に対比している。しかし，筆者らの調査では，上にのべた人達が，そ

の時代決定の根拠とした岩相と層序が，ともに，この図幅内で一部観察されるが，その時

代の上・下部を同定するまでにはいたっていない。

沖積世堆積物としては，斜里岳火山噴出物，摩周軽石堆積物，チエサクエトシピ川流域

に発達する扇状地堆積物，斜里岳山麓岩屑堆積物，斜里川流域の氾濫原堆積物などがある。

つぎに，これらの地層について，古いものから説明する。

v.I アタクヂャ火山噴出物

この噴出物は，オニセップJJ!，札鶴)lJ上流，アククチャ川流域では小規模な，斜里川で

は，やや規模の大きい露出がみられるつ

下位のクテクシナイ層とは，斜里川とホロカナノレ川との合流点附近で観察されるように，

傾斜不整合の関係にある。上位は，屈斜路火山噴出物，摩周軽石堆積物が，これまた不整

合におおっている。

この噴出岩類の岩質は，必ずしも一様でない，オニセップ，札鶴川に発達するものは，

黒色硝子質で，流理構造のめだっ含普通輝石紫蘇輝石安山岩である。

第 2 図 含普通輝石紫蘇輝石安山岩 x40(アタフチャ火山噴出物)

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石

斑晶鉱物: 斜長石>紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，長柱状， 0.3-0.5mm 大で累帯構造，来片双晶をしめし，曹灰長石附近の

成分である。紫蘇輝石は，柱状で O.4 mm 大で単斜輝石の反応縁を有する。

石基は結品質で，填問構造をしめし，長柱状斜長石の聞を粒状の単斜輝石，クリスト
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バノレ石，少量の褐色ガラス，鉄鉱が埋め，弱い流理構造をしめす。

これに対し，ホロカナノレ川と斜里川の合流点附近に露出する岩体は，前者よりも斑晶に

とみ，流理構造も顕著でなく，ときには集塊岩状を呈する。だが，鏡下の構成鉱物，石理

は，さほど異らないので，一括して塗色した。すなわち，斑状構造が前述の岩石よりも目

立ち，普通輝石がひじように少ない。だが，斜方輝石は普通輝石の反広縁をもち，石基も

同様な填間構造をしめす。

V.2 サマッケヌプリ火山噴出物

この噴出物は，図幅の南東隅のナマッケヌプリ山(標高 1062.5 m) の周辺に分布する。

下位は，直接忠類層と不整合で接し，上位は，摩周軽石堆積物，斜里岳火山岩屑堆積物

が不整合にのっている。したがって，その明確な噴出時代は明らかではないが，火山地形

がかなり解析されており，岩質も屈斜路外輪山熔岩類と類似しているので，更新世の火山

活動の産物であることは，まちがいないであろう。

乙の噴出物は，噴出時期，岩質から， ;欠のように細分される。

f紫蘇輝石普通輝石安山岩
ナマザケヌプリ火山噴出物(

l含紫蘇輝石普通輝石玄武岩質安山岩

V.2.a 含紫蘇輝石普通輝石玄武岩質安山岩

山体のベースとして，半径 3km の範囲にわたって分布する。

一般に暗黒色を呈し，杏仁状空隙を有し，珪晶の少ない細粒な岩石である。だが.，一部

斜里川の支流の 2 の沢にみられるような，黒色徴密堅硬な岩石となり，集塊岩状を呈する

個所や，またその最上流近くの温泉の湧出する一帯は，炭酸塩化，緑泥石化作用をうけて，

暗緑色を呈する所もある。

斑晶鉱物: 斜長石〉普通輝石三紫蘇輝石

斜長石は，長柱状で， 0.lmm 大のものが多く， An60--65%の曹灰長石附近の成分

をしめす。普通輝石と紫蘇輝石は，ほぼ等量ふくまれ， 0.1--0.2mm ，自形~半自形を

呈し，一部緑泥石で置換されている。ときには，斜長石，普通輝石，紫蘇輝石の緊斑状

集合体もみられる。

石基は結品質で填問構造をしめし，温泉湧出附近のものは，炭酸塩鉱物，緑泥石など

で置換されている。ときには，オフテック状構造をしめすものもある。

V.2.b 普通輝石譲蘇輝石安山岩

サマッケヌプリ山の頂上周辺に分布する。前述の基底熔岩よりも珪長質で，暗灰.色を呈

し，瑳状石理を有する。ときには 4mm 大の斜長石大品もみられる。
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第 3 図 含紫蘇輝石普通輝石玄武岩質安山岩

(サマッケヌプリ火山噴出物) x40 PI: 斜長石 An: 普通輝石

第 4 図 合紫蘇輝石普通輝石安山岩(サマツケヌプリ火山噴出物) x40

Au: 普通輝石 PI: 斜長石 Mg: 磁鉄鉱
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斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斑状構造をしめし，斜長石は柱状ないし板状結晶で曹灰長石附の成分を有する。紫蘇

輝石は，単斜輝石の反応、を有し，自形を呈する。

石基は，褐色ガラスと長柱状の斜長石，粒状の単斜輝石，クリストパル石，鉄鉱から

なる。

V.3 斜里岳基底火山噴出物

斜里岳は，紫蘇輝石普通輝石安山岩を主とする火山で，その火成活動は更新世から沖積

世にかけて行われたもので，現在では死火山である。

斜里岳火山は，噴出機構の特徴によって，大まかに，基底火山，本火山および山頂火山

の 3 つに区分される。

基底火山は，斜里岳の基底を構成する洪積世の火山であって，その噴出物は斜里岳周辺

より江鳶岳にかけて，ほぼ 15km 2 の地域をしめて分布する。乙の火山は，山体の侵蝕が

進んでいるために，その日貫出機構，火口位置などは不明である。だが，地形および地質の

うえから，斜里岳と江鳶山の中間地域の低地帯が，火口 lζ 相当するのではなかろうかと推

定される。

第 5 図基底火山噴出物

L: 斜長石 A: 普通輝石
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この噴出時代を更新世としたのは，ホロカナノレ、河で屈斜路火山噴出物におおわれている

のが観察されるためである。また，現在の斜里岳とは直接の関係がなく，むしろ斜里岳を

生んだ母体となった火山であるとみられる。

この火山の噴出物は，一般に優黒色，堅硬微密な普通輝石紫蘇輝石安山岩熔岩を主とし

ている。また，板状節理の発達する部分が多い。

斑晶: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は 0.7-1 mm(An=64-68;?~)の短ざく状自形をとる。まれに，やや大型の

半自形の斜長石 (An=75 土ガ)がみられる。紫蘇輝石は，単斜輝石の反応縁をもっこ

とが多い。

石基は徴品質，弱い流理構造が発達する。長柱状の斜長石 (An= 5O土~}~)と単斜輝石

および鉄鉱よりなる。

V.4 ヱトンビ山砂層

斜里岳と江鳶岳の中聞にあたる地域に，標高 600m ていどの，やや低い平坦な地形が発

達している。この平坦な地域の一部には，斜里岳基底火山をおおう砂層の発達がみられる。

砂層は，淘汰がよく行われたやや火山灰質のものであり，なかに泥質の部分をふくみ，

きれいに成層している(第 6 図)。この砂層のなかに，安山岩の小礁をふくんでいるが，こ

の安山岩礁は，基底火山噴出物と同ーのものであるとみられる σ

この砂層の分布自国や岩相の変化の状態は，露出個所が少ないので不明である c しかし，

分布範囲は，地形の平坦な部分全域にわたるものと推定される。また，この砂層が発達し

ているのは，図幅地域中で，ここ 1 カ所なので，他の地域との関係，地質時代，成因など

持全て不明で，今後の調査にまたなければならない。

しかし，周辺の地形と地質の状態から，いちおう次のように想像される。

第 6 図 A エトンビ山砂層
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第 B 図 B 第 6 図 A の拡大

V.5 屈斜路火山噴出物

この地域に，ひじように古い爆裂火口が

あって陥没をおこし，その跡に堆積した湖

底堆積物様のものであり，その後もはげし

く侵蝕が行われて，全く火口壁が破壊され，

現状のように，尾根のうえに砂層だけが残

されたものと解釈される。

f熔結凝灰岩
屈斜路火山噴出物(

1軽石堆積物

この火山噴出物の下底は，札鶴川上流では忠類、層，あるいは斜里岳基底火山噴出物を不

整合におおっている。上位は，札鶴層，摩周軽石堆積物で，これまた不整合におおわれる。

この噴出物は，前述のように，石川 I，湊，勝井は上部洪積世，島田，矢崎は却 II路統(王

部洪積世〉に対比した。だが，筆者らは，次の理由で，どちらとも断定するにいたってい

図幅の南西隅周辺の川底に，連続的に露

出するこの火山砕屑岩類は，隣接する藻琴

山図幅および屈斜路湖図幅の地域にまで追

跡される。その岩質もかわることがないの

で，噴出源を屈斜路湖にもとめ，屈斜路火

山噴出物として取扱った。また，この噴出

物は，岩相.岩質，堆積環境から，つぎの

ように細分した。

ない。

(a) 島田，矢崎が謝 II' 路統に対比した根拠としてあげた泥炭は，下部洪積世の下底 10m

上に存在し，その上位を火山灰がおおっていると記載している。しかし，清里上水道の試

錐記ぷこよると，第 7 図にしめすように，数層の泥炭が介在し，その下位以山天が存在

すると記載されている。乙の火山灰が，ここで取肢っている，屈斜路火山噴出物に相当す

るものである。あるいは，さらに試錐深度を増せば，ふたたび泥炭層があらわれて，島田

1) 島田忠夫，矢崎清貴:前出， 1956

2) 全国深井地質資料台帳， 1958
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ののべたような層序をしめすかもしれない。だが，他の地域で

は，この火山噴出物の下位に，泥炭の存tEがみとめられなかっ

た。もし，将来この時代に同定されれば，西南北海道の倶多楽

火山噴出協(カノレデラを伴う)と同時代となる o

(b) 勝手は屈斜路火山噴出物の下民は，火山灰鵬、層が存在

することを指摘し，乙れを一応釧路統に対比した。この地区で m
。

は，第 8 図にしめすように，下部の軽石堆積物は，火山灰質砂

層，礁層を介在し，上部の熔結凝灰岩に整合におおわれている。 10

また他の場所でも，下部を構成する軽石堆積物は，その下位に 20

粘土や砂礁層，浮石層がみられるが，いずれも整合関係にある。 30

したがって，こ ι :tt12-て Ii ， 乙の屈斜路火山噴出物の明確

な時代は明らかではないが，洪積世に属することは，まちがい

ない。

ともかく，勝ぷが指摘したように，サマ、 y ケヌフリ火山噴出 第 7 図dZ 長信)(古

物・斜里岳基底熔岩・アタクケチ火山噴出物のような外輪山熔 試錐柱状図

v v VWv V'v v v
v v v v VVVV v
FAO-全 il A A t1402A

シ ff Hub"a"zhゐ
τ ~ 11 II .::S::tJ.古当主雪顎監主

A 令ホム d総説空手壱授-
~込 L--a i--J も

A II A ペペ&、。 ι;

709J22 戸iZ- u
l:. 1/ II ぶ ll

b 三寸 β リホ A' 必

第 8 図 斜里川上流における焔結凝灰岩と軒

石堆積堆積物との関係

W: 陪結凝灰岩 P: 軽石堆積物

s: 砂礁府 g: 礁層

岩の噴出後，屈斜路火山噴出物が噴

出して，屈斜路湖が陥没した。しか

も，この時期の火山活動の環境は，

少くとも下部では，陶汰作用のよく

ない砂層や砂疎層を介主するので，

m
。
，
-

噌
E
E
E
B
E
E
a
d

瀬、j毎あるいは汀線附;1]:であったと考

えられるの

また，岩質的な店斜路火山H白出物

の特ちょうは，やや多[止の外輪山熔

タト片，定盤岩片および、此化木片など

をふくむ紫蘇輝石石見安山岩であ

る。なお， 2 回にわたった噴出物のうち，初期のものは，斑品状石英をふくみ，後期のもの

は，全くふくまないか，ひじようにわずかであるつ地質問に喰色した誠別は， ~I日状石英

1) Ishikawa.T.& Minato.M: 前 il l， 1953

2) 勝井義堆:前 U I， 1955, 1957, 1958

3) 勝井主推:前 lt .l， 1957, 1958
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の有無による。だが，勝井が指摘した点と異なり，後期のものでも凝固し，熔結作用が進

み，石材として利用されたこともある。 しかしその組成鉱物は，勝井の第 L 第 2 噴出物

のそれと一致する。

V.5.1 軽石堆積物

乙の堆積物は，川底 l乙窓状 l乙分布している。下位は，第 8 図にしめすように砂層，砂礁

層を介在する。だが，乙の種の堆積物も，ときには，上位の軽石堆積物の中にもみられる。

一般に灰白色を呈し，あまり固結していない班状石英片をふくむ軽石，火山灰よりなる。

また，輝石安山岩，グリーンタブの指頭大，ときには拳大の岩片や岩塊，あるいは炭化木

片をふくむが，分級作用はよくない。これらの外来岩片は，上位の熔結凝灰岩にくらべて

ふくまれる量が少い。

一方，図幅南部のーの沢に分布するものは，隣接する藻琴山図幅の野上峠附近にみられ

るものと同様な淡褐色を呈し，熔結作用が進み，節理が発達する。

上述のように，この堆積物の岩相は，必ずしも一様ではない。いままで，屈斜路火山噴

出物の第 1 期のものは，熔結作用が進んでいるといわれてきたが，乙の図幅では，むしろ

逆の関係にある。

斑晶状鉱物の量比は， 斜長石〉紫蘇輝石〉石英〉普通輝石である。斜長石は， 0.3­

0.6mm 大の長柱状，卓状，破片状と種々な形状をしめす。一般に累帯構造はみとめら

れず，その成分は， An45-52% である。紫蘇輝石は，一般に 0.2-0.4mm 大で自形を呈

することが多いが，ときには， 0.7mm 大のものや 0.05mm 大の粒状形をしめし，単斜輝

石の反応縁もまれにみとめられる。石英は， 0.2m-O.4mm 大で融蝕形，稜角形をしめ

す。普通輝石は， 0.2-0 .4 mm 大で，自形~半自形を呈し，大部分が C Z=42°-44° で

あるが，外縁部が C Z=39° となって，累帯構造をしめすものもある。また，わずかの

鉄鉱もふくまれる。

これらの斑晶状鉱物の聞を淡褐色のガラス，晶子がうずめているが，気泡にとむ。

また，肉眼的には，ほとんど外来岩片をふくまないような岩石でも，鏡下では，必ず，角ば

った 0.7-1 mm 大の安山岩，珪岩，粘板岩などの岩片をふくむ。とくに安山岩片が，圧倒的

に多い。その岩質は，長柱状の斜長石，輝石の聞を暗黒色硝子が充填する鉄苦土質輝石安

山岩であり，ナマヅケヌプムアタクチャ，斜里岳基底火山噴出物の岩質と類似する。

この軽石堆積物の中に介在する砂磯層，浮石質砂層は，偽層がひじように発達していて，

一般に，数 em ないし数 10em のあいだで薄くなったり，消滅したりする性質をしめして

1) 勝井義雄:前出， 1957, 1958

2) 勝井義雄:前出， 1958
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第 9 図 紫蘇輝石石英安山岩(熔結作用の進んだ岩石)

(屈斜路火山噴出物軽石堆積物) x40

PI: 斜長石 Hy: 紫蘇輝石 Qz: 石英 R: 多来岩片(鉄苦土質安山岩〉

いる。ときには，厚さ数 mm から lem 程度の薄い砂鉄層がはさまっている。

V.5.2 熔結誕灰岩

軽石堆積物 l乙引続いた火山活動の産物であるので，必然的に，前述の軽石堆積物の分布

する地域 lこ限られる。だが，その露出面積は，軽石堆積物より，はるかに大きい。すなわ

ち，図幅の南半部では，サマヴケヌプリ火山噴出物や斜里岳基底火山噴出物を取りまく

ような分布状態をしめし，その北端部は，上斜里附近にまで達する。また，その分布を標

高関係から眺めると，上述のような古期火山岩類の障害のあるような所では上昇一一標高

500m ー←し，自由に流走した西端部では，北方へ漸次低下一一標高 70m- ーする。

熔結凝灰岩の下位は，第 8 図にしめしたような Lノャープな境界で接している。上位は，

札鶴附近一←標高 100m ←ーーでは，更新世の札鶴層に，他では沖積世の氾濫堆積物と摩周

軽石堆積物に，それぞれ不整合におおわれている。

熔結凝灰岩として一括して塗色したが，必ずしも全部が熔結作用が進み，流理構造のよ

うな外観や垂直に近い崖，柱状節理が発達するとはかぎらず，軽石角疎凝灰岩と呼ばれる

べきものや集塊岩状を呈するものもかなりある。しかも，この岩栢の変化は，噴火の中心

からの距離に関係するものでなく，地域差によるものである。だが，下部の軽石堆積物の
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ように未凝固のことは少くて，間結している場合が多く，また，砂礁層などの堆積物はほ

とんどふくまない。

この岩石も，一般に角ばった外来岩片や岩塊(前述のそれらと同岩賞)をふくむを特徴

とし，暗黒動色を呈するが，風化のいちじるしい所では，暗灰色をしめす。図幅内では，外来

岩片の大きさには，規則性はなく，分級作用の良くないことがうかがわれる。また，斑品

状鉱物の特徴としては，前述の軽石堆積物と異なり，肉眼的には，全く石英がみとめられ

ないことである。

熔結作用の進んだ一一斜里川中流右岸，タアグンナイ沢，ユクリオロマナイ沢などに分

布する一一この種の岩石は，斑品石英が，ごくまれにふくまれることがある点を除けば，

鏡下での斑品鉱物組成は，前述の軽石堆積物と同様である。だが，斑品状鉱物が，ある場

所では衆斑状に集合する点や紫蘇輝石が単斜輝石の反応禄を有することがほとんどみとめ

られない点などで多少異なる。

第 10 図紫蘇輝石石英安山岩

(屈斜路火山噴出物熔結凝灰岩) x40 Hy: 紫蘇輝石安山岩

石基の大部分は，ほとんどガラスであるが，地域的に多少の去がある。たとえば，ユク

リオロマナイ沢附;IJ:のものは，汚れた灰色球状のガラスの問を無色のきれいなガラスが即

めており，両 j雪の聞に，不透明物質が濃集しているのがみられる。また，タテクシナイ沢

やホロカサノレ川では，大部分は淡褐色，灰色あるいは褐色のガラス質であるが，一部完全
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には消光せず潜品質をしめす部分もみとめられる。また，ホロカナノレ川正流に分布するも

のは， ，長曜石がノ号、ソデ状にならび，流理構造状外観をしめすと同時に，組問状またはいち

じるしくのばされた，ガラスの細片が一定)j的I] Iこ配列する。

一)j ， +'1 里川 i 中流ー 斜里川とホロカナノレ川合流点附;fl- に分布するものは，ひじよ

うに多くの，径 O.5~ 1.5 em 大の角棟状を!乏し，斑品のめだたない鉄白上賢一輝行安山岩の

外来岩片をふくみ，角磯凝灰岩状を呈する J

さらに，札鶴川と斜里川の分岐点泣くでは，外来岩片が少くて，塊状の熔岩流状のタト観

を呈する。この種の岩体は，かつて間知石として採石されたつまた，この熔結凝灰岩の末

端部一一上斜里附;Uーーにいたると，オミ凝|川の所もあるが，斑品石英はみとめられないの

で，上述の軽石堆積物とは容易に識別できる。すなわち，絹糸状光沢をもっ中Ii繁な 5cm

大の軽石をふくむようになるが，その岩質は紫蘇輝石石英安山岩質である c

V.6 札鶴層

第 11 図 札鶴川と斜用川の合流点北方の崖にお

ける熔結凝灰岩と札鶴層との関係

W: 熔結凝灰岩 s: 札鶴居 P: 浮石質粘土，浮石岡

g: 砂瞭層 m: 摩同軽石堆積物

し )0

下牝の熔結凝!長岩とは，第

11図にしめすように不整合で

この地層は，札鶴の西部丘陵山地から北部にかけて分布する。すなわち，地形の項での

べたように，標高 1∞ m 以下の丘陵性平坦地に分布し，前述の熔結凝灰岩の平坦面一一流

走面←ーから区別されるもので，平坦化作用が一層進んでいる。この平坦面は，北部に隣

接する斜里図幅にまでおよぶのは勿論のこと，地形の上から，さらに隣接する藻琴山，小

清水，網走の各図幅iこまで連

続してし)るようである。した

がって，島田らの網走附近で

のお民層一割出主紘に対比さ

れるーーの一部に相当すると

考えられる。だが筆者らは，

前述(屈斜路火山噴出物)の

点からまだ明確には，その時

代を[~i15宣するにいたっていな

1) 島田忠夫，矢崎清貴:前出， 1956
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第 12 図 札鶴層砂喋層の岩相変化

1，降化場附近 2 札鶴駅北方 lkm 地点 3 東萱野

4 札鶴川と斜里川合流点から北方 lkm 地点



接する。上位は，摩周軽石堆積物にこれまた不整合におおわれている。乙の堆積物の下位

をしめる部分は，礁層，砂層で，偽層や岩相の変化にとみ，上位をしめる部分の浮石質粘

土層に移過する。

この堆積物の中の浮石質をもたらした火山活動の中心を求めることは困難ではあるが，

岩質からは，屈斜路火山噴出物と同じく含普通輝石紫蘇輝石石英安山岩で特徴づけられる

点を考慮すれば，一連の火山活動の産物と考えられる。しかし，屈斜路湖カノレデラの陥没

との関係は，明瞭でない。同時にまた，乙の浮石質堆積物は，屈斜路火山噴出物の再堆積

をしめすものとも考えられる。これらの点は，今後の問題としたい。

つぎに，細分された地層について説明する。

V.6.1 砂醸層

乙の地層は，前述したように屈斜路熔結凝灰岩を不整合におおって，北西隅に分布する。

下底は，主として拳大の安山岩質の亜円礁からなり，上位に行くにしたがって浮石質砂層

となるが，いずれも未凝固である。その厚さは 10m 内外である。だが，礁質の部分と砂

質の部分とは，どこでも，上述のような累重関係をしめすとは限らない。たとえば，萱野

附近では，粗粒の未凝固な砂と浮石が互層し，その聞に疎層を介在する。各互層の厚さは

2-5em である。この露出より西方 1∞ m はなれた個所一一上斜里から小清水町に通ずる

道路ーーでは，との互層の中に，偽層の発達した厚さ数 em から 1em ていどの砂鉄層が介

在するように，乙れよりさらに西方 150m 離れた所では，凝灰質の泥質砂層になるという

ぐあいに，一定の水平的拡がりをもっていな l)o このような堆積状態は，瀕海あるいは汀

線附近の堆積層をしめしていると解釈されよう。

V.6.2 浮石質粘土層

との地層は，前述の砂礁層と同様に，図幅の北西隅の小清水町，札鶴附近を標式地とす

る。その他， ~障化場や来運附近にも小規模ながら発達する。

下位の砂疎層とは，第 11 図にしめしたように漸移し，上位の摩周軽石堆積物には不整合

でおおわれる。

その層厚は 5-20m である。

札鶴附近一一一札鶴駅西部一ーでは，一般にとの地層は，灰白色を呈し，主に 1-3em の

浮石片をふくむ粘土あるいは砂質粘土で構成されているが，この聞に1O -20em の，ほぽ

水平な浮石質砂層や浮石層を介在している。

一方，上斜里から小清水町に通ず、る道路ぞ、いの切害Ijでは，介在する浮石層の中に，輝石

安山岩，珪岩，粘板岩などの指頭大の外来岩片をふくむようになる。また，来運， e醇化場
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附.11iでは，多くの浮石属を介ιするようになる。このように，一一色で塗色したが，その岩

質は必ずしも一様でない。

浮石片は，絹糸状光沢をもっているのが特徴である。鋭下では，気泡にとみ，その大き

さは O.3mm 大のものが多い。他はほとんど淡色のガラスで，品子はほとんどふくまな

い。瑳品状鉱物は少いが，その量比は斜長石〉紫蘇輝石下普通輝石で，他にわずかの粒状

の鉄鉱をふくむ。その鉱物組成は，屈斜路火山噴出物と同様である。

V.7 河崖段丘堆積物

乙の堆横物は，図幅の北西隅 lこ，わずかに分布しているにすぎない。札鶴層を新しくき

って形成しており，摩周軽石堆積物におおわれるが，沖積世の iE 濫原 Jj 積物により切られ

ている。

主として，挙大の火山岩機よりなるが，浮石，泥土，砂も混在する。

V.8 斜里岳火山噴出物

円錐形の整った形をしめす標高 1，544.8 m の斜里岳は，紫蘇輝石普通輝石安山岩を主体

とする火山である。この火山は前述のように，千島火山帯に属するものであり，その火成

活動は，更新世一一斜里岳基底噴出物一ーから沖積世一一斜里岳火山噴出物 -I こかけて

行われたものである。

第 13 図 斜里岳西峰より本峰(左)および南峰(右)右をながめたもの

この噴出物をもたらした火山は，噴出機構の特徴によって，大まかに本火山および山頂

火山の 2 つに区分される。本火山は斜里岳の山体を形成して，高くもり上った火山である。

その噴出物は，主に集塊岩からなり，その分布は頂 hを中心として 5km 2 におよんでいる。
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tIl頂火11It;t，4;:火山の k崎生火III状時出し，本正(通称斜里民)，南J(通称南斜里岳)
および商l峰なと、の各山頂を形成するものである。

さらに，頂上附近には，いくつかの燥裂火口がみとめられる。なかでも，本峰・南峰・

西峰l乙阻まれる地域は，侵蝕されて原形の保存はよくないが，他の火口の形成よりも，時

間的に古い火口としてみとめられる。乙の火口内の一部には，岩錐をおおって低品位の褐

鉄鉱の沈澱がみられる。

V.8.1 本火山噴出物

この火山は，円錐形をしめす斜里吊を構成するもので， その高さは標高 1，300m に達し

ているっ噴出物は下記の 3 期にわけられる。なかでも，第 2 期噴出物が本火山の大部分を

しめているので，一見したところ，本火山は単成のようにみられる。

第 1 期から第 3 期までを通じて，その日責出場所は，現在の頂 k附近であり，ほぼ同ーの

場苅より噴出したものである。

V.8.1.a 普通輝石紫蘇輝石安山岩 一一第 1 期噴出物一一

頂上周辺にある火口の底部にだけみられる。この噴出物は，次の第 2 期噴出物におおわ

第 14 図本火 III 噴出物第 1 期熔岩 L: 斜長石

1) 説明の都合上，ここではこのように仮称する。
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れるが，侵蝕が進んでいないために，分布箱開は不明であるの

岩質は，鞠黒色，椴密の斑品に之しい普通輝石紫蘇輝石安山岩の塊状熔岩である。この

一部には，板状節理の発達している部分がある。

斑晶 斜長石〉紫蘇輝石弓普通輝石

斜長石は 0.4-0.7 mm(An=55-65) の大きさのものが多いが，まれに1. 2 mm(An

=70 土)ほどのものもみられる。普通輝石は弱 L、多色性をしめす。

石基 微品質，弱 L、流理構造をとり，針状の斜長石が流理方向に配列している。その

ほか，単斜輝石，鉄鉱がある。

V.8.1.b 普通輝石紫蘇輝石安山岩一一第 2 期噴出物一一

本火山の大部分を占めており，その分布は頂上附近から四辺に同じような状態で拡がっ

ている。この山体は高度 750m から 1，350 m までの高さをしめし，ひじように厚い噴出物

のようにみられるが，中心附近で某粧が高く感上っているので，結局厚さはせいぜい 200m

ていどのものである。

第 15 図本火山噴出物

第 2 期噴出物と第 3 期噴出物

第 16 図本火山噴出物

第 3 期噴出物の岩栢
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この噴出物は，集塊岩と熔岩流とからなり，成層し流走面が発達している。流走面の走

向は，頂上を中心とした同心円を画き，その傾斜はいずれも 15°_20° で，頂上より外側に

向っている。

岩質は下部から上部に向って多少変化するが，一般に，熔岩流は暗褐色，撤密な普通輝

石紫蘇輝石安山岩の塊状熔岩である。集塊岩部は，同熔岩を岩塊とし，間隙を同質の熔岩

が埋めている。

V.8.1.c 安山岩質集塊岩 一一一第 3 期噴出物ー一一

斜里岳本峰および南峰周辺の限られた地域に分布し，火山灰層を境として，第 2 期噴出

物の上を薄くおおっている。この噴出物は大部分が集塊岩よりなり，部分的に火山灰層をは

さんでいる。集1-*岩の岩塊は，黄褐色，多孔質の紫蘇輝石普通輝石安山岩である。岩塊の間

隙を埋めているものは， I百J1t{の熔岩である部分もあるが，大部分は火山灰が埋めている。

V.8.2 岩脈

斜里岳の頂上附近には，数多くの安山岩脈がみられ，その近入方向は一定の方向をしめ

している。なかでも，西峰の北側にみられるものは，もっとも規模が大きいものであり，

N70ー E の方向をもち，幅 30m ，延長方向

に 2km にわたって連続している。この大

きな岩脈の上部は，山頂火山の本峰第 I!明

熔岩に連続するもののようであるが，確か

なことは不明である。

いろいろの岩質のものがみられるが，一

般に斑品は之しい，思易黒色，紋密堅硬な，

合普通輝石紫蘇輝石安山岩である。顕微鋭

下の観察では，一般に次のようなものが多

liE品 斜長石〉紫緑輝石〉普通輝石

一般にJ)£品は少い。斜長石は An=65

-74 をしめす O

石基 ごく微粒の結品からなり，流理

構造がし、ちじるしく発達している。斜長

石，粒状の輝石および鉄鉱などがふくま

れている。

V.s.3 山頂火山噴出物ゴ 第 17 図 山頂火 III噴出物と安山岩脈
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斜里岳の頂上は，いくつかの峰にわかれている。そのなかで、も，主峰と南峰とがもっと

も高く，それよりやや西にはり出して西峰がある。それぞれ，中央火山，南峰火山および

西峰火山と呼び，本体火山形成以後lこ，その火山の中心附i互に，寄生火山状に形成された

小火山群である。これらを一括して山頂火山とする。

これらの火山は，それぞれ基底を構成する部分(第 1 期)と頂上の部分(第 2 期)からなる。

この山頂火山の噴出物はほとんどが熔岩流であって，うち，本峰第 2 期熔岩は， ドーム

を型成するものとみられる。

このほか，頂上附近には安山岩脈が発達している。その近入方向は規則正しく， N65° ,...,

75ー E および N50ー_60ー W の 2 方向をしめしている。このうち， N65° ,...,75° E 方向のも

のがもっとも多い。これらの岩脈は，山頂火山噴出物のうち，いずれかの熔岩流の岩脈の

部分であるとみられる。

また，頂上附近では， N65°,...,75° E 方向の断層が，多数存在し，この断層を境として，

基盤が頂上附近で盛上っている。

これらのことより，山頂火山の火成活動は，本火山の中心部の隆起にともなって生じた

N65°,...,75° E 方向の裂聞に，強く支配されて行われたものと考えられる。

第 18 図 山頂火山噴出物西 II年火山第 1 期熔岩

L: 斜長石 c: クリストパル石
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V.8.3.1 西峰火山噴出物

西峰は，本峰や南峰に較べて高度も低く，

規模も小さい。だが，ここにも独立した火

山の活動がみとめられる。

V.8.3.1.a 普通輝石安山岩紫蘇輝石

一一第 1 期熔岩一一

暗灰色~青灰色を呈し，堅硬で斑品が少

い普通輝石紫蘇輝石安山岩の塊吠熔岩であ

る c

斑品 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は An=53士，普通輝石は双品

するものが多し、。また X= 無色， z=淡

褐色の弱い多色性をしめしている。

石基 細い充間構造をしめし，斜長石，

単斜輝石，グリストパル干T，鉄鉱などを

ふくむの

V.8.3.1.b 紫蘇輝石安山岩普通輝石

一一第 2 期熔岩一一

酉峰の頂 1二の，わずかの範囲をしめてい

第 19 図 山頂火山噴出物

西峰第 2 期熔岩の岩相，捕獲岩 (XE)

を含むもの

るもので，茶褐色，多孔質の紫蘇輝石普通輝石安山岩熔岩である。この熔岩は，特徴的に

同源獲捕岩をふくんでいる。また，斜里岳の各熔岩中でもっとも磁性が強く，熔岩から 1

m ほど離れても，クリノメーターの磁針に感応する。

Itt 品 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斑品中には，オフィテック構造状に斜長石と普通輝石が組合ったものが， 1 つの斑晶

を形成していることがある。紫蘇輝石の置はごく少い。

石基 斜長石，単斜輝石，クリストバノレ石および鉄鉱からなる。鉄鉱の量はいちじる

しく多く，特徴的である。

V.8.3.2 南峰火山噴出物

斜里岳南峰は，標高では主峰におとるが，山体の規模の大きさは，むしろそれをしのぐ

ものである。

第 1 期熔岩は南峰全域にわたって分布し，第 2 期熔岩は山体の 2， 3 カ所で，少量の熔岩

を流している小さな寄生火山である。なお，第 1 期熔岩は，山頂火山噴出物のなかで，も
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っとも早期のものとみられる。

第 20 図 山頂火山噴出物西峰火[I I 第 2 期熔岩

A: 普通輝行 L: 斜長石

V.8.3.2.a 普通輝石紫蘇輝石安山岩ー一第 1 期熔岩一一

駒黒色，堅硬紋密で斑!日の少い普通輝石紫蘇輝石安山岩の，塊 1尺府岩であるの

斑品 斜長石〉紫蘇輝石〉千字通輝石

斜長石は，一般に An=60~65 ，まれに An=75~78 をしめす大型の斜長石がみられ

る。紫蘇輝石は単斜輝石の反応緑をもつものがあるの

石基 繊維状の斜長石，単斜輝石，鉄鉱および少号:のクリストパル石からなる。

V.8.3.2.b 紫蘇輝石普通輝石安山岩ー 一第 2 期熔岩一一

個々の分布施聞は， 50m2 ていどの広がりをもっ小規模なものである。岩買は茶褐色，

脆弱，鉱j宰状の部分をもっ紫蘇輝石普通輝石安山岩の塊吠熔岩であるつ

斑品 斜長石う普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石 (An=65~75) は， 2~31同の結 Iffl が集まって斑状になっていることがある n

普通輝石は弱し、多色性をしめすの

石基 針状の斜長石，単斜輝石および鉄鉱からなる。

V.8.3.3 中央火山噴出物

第 1 期熔岩は主峰をふくむ一帯の地 1)1~!こ広がり，その}io，]さは 1 ，400m! 乙達している。第 2
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第 2f図山頂火山噴出物南峰第 1 期熔岩

L: 斜長石

第 22 図 山頂火山噴出物南院第 2 期熔岩

L: 斜長石 P: 紫蘇輝石 F: 鉄鉱物
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期熔岩は，主峰およびそれより東に張りだした 1，450 m 峰の 2 カ所に分布し，その産状よ

りドームとみられる。

V.8.3.3.a 紫蘇輝石普通輝石安山岩 ー一一第 1 期熔岩一一

暗黒色，徹密な岩質をもち，やや弱い流理構造が発達している玄武岩質安山岩の塊状熔

岩である。

第 23 図 山頂火山噴出物 中央火山第 1 期熔岩

L: 斜長石 1\1:単斜輝石

斑晶 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は An=75-80 であるが，まれに斑状をなして 2.5mm にもおよび， An=80ｭ

85 をしめす斜長石がある。普通輝石は双晶するものが多い。このほか，緑泥石化した有

色鉱物があれかんらん石のレリックでなかろうかとみられる。

石基 イゾターサータノレ構造をとり，斜長石 (An=70 士)，単斜輝石，鉱鉄からなる。

V.8.3.3.b 紫蘇輝石普通輝石安山岩一一第 2 期熔岩一一

暗灰色で斑品がごく小さい紫蘇輝石普通輝石安山岩の塊状熔岩である。主峰よりも 1，450

m 峰を構成するもののほうが，やや粗粒である。

斑晶 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は An=63-70o 紫蘇輝石は単斜輝石の反応緑をもつものが多い。

石基 微品質，多量の針状の斜長石の聞を埋めて，少量の単斜輝石と鉄鉱がみられる。
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第 24 図 山頂火山噴出物 中央火山第 2 期熔岩

L: 斜長石

V.9 斜里岳火山岩屑堆積物

この堆積物は， %-'1旦岳基底火山噴出物の周辺を取りまいて，比較的広範囲に分布し， ftf:

周軽石堆積物 l乙不整合におおわれる。

主に，会|里岳基底火山噴出物，斜里岳火山 H員出物からもたらされた，頭大ないし拳大の

安山岩塊から樺盛され，この間を砂疎がうずめている。

エトンビ開拓地では，この堆横物が千 11; 水層となっているので，開拓上見逃すことのでき

ない重要な地層である。

V.IO 摩周軽石堆積物

図幅の大部分をしめて，最も広範囲に分布する。この延長は，隣接する摩周湖図幅にま

でおよんでいる。しかも，この堆積物は，雨水のために容易に注ばれて，下位の地層をお

おうので，下位に発達する地層の層厚や構造を把握するうえに，大きな障害となっている。

この!辛周軽石 j住積物を， L! J田忍が土壊学均立場から取 J吐い，乙れを 12 層にわけ，新しい

1) 山田忍:北農試， 1951
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ことになるが，このほか，跡佐登山統

火山噴出物の C 層も発達してきてい

ることになっている。筆者らは，標式

地の跡、佐登山統の噴出物をみる機会が

なかったが，軽石流堆積物であるとい

われている。しかも，摩周軽石堆積物

ものから，摩周統 A， B， C， D， E, F, G,

H, I, J, K, L 火山噴出物層と，それぞ

れ命名した。これらの噴出物の分布範

囲は，第 25 図にしめした。これによる

と， F 層より上位の噴出物が分布する

斜里/ /1' I
刻F守J 〆仏，，1' I
/-.~.~が|

/ 〆シ乞，てコミ~".\)
i.nA ノ吹~~..-~-~~ι白

跡佐包む万通吾正三三ご二~

/てぬ込ZJGtk
d ‘，，\~O黒豆:コ仲人
々 、メ在京二J 、ミミヶーー却p.yg

W 加械室

~釧路

}) 第 25 図 北海道東部における沖積世の

は典型的な降下軽石堆積物であるとい 火山分布凶(山田原凶)

う点を考慮すれば，それも，摩周統に属すべきであると考えられるが，今後，充分に検討

を加えなければならないと考えられる。したがって，一色に塗色したこの堆積物は，将米

上述のように 2 系統に分けられる可能性もある。

山田の示した分布区域と腐植土の有無からみると，図幅内の軽石堆積物は，おそらく M，

A, F 層に相当することになる。

乙の堆積物が，最も厚く分布する地域は，図幅の最南西|塙の緑駅から川湯駅l乙通ずる却1\

網線路両側附近である。両駅の聞の切割りでは，屈斜路熔結凝灰岩の上に 5~lO em のロ

ーム層があり，摩周軽石堆積物は，その上にのっている。その原さは 5m+で，軽石の大い

さは径 2~3em である。この上位に， 30em の黒色腐植土がおおい，その上にさらに O.3em

2)
前後の微細軽石がおおっている。乙れは，カムイヌプリ火山活到によってもたらされた産

物に相当するかもしれない。

一方，札鶴駅西部では，厚さ 70em ないし 1m の 3 層の軽石堆積物がみとめられ，各層

の聞に赤色ローム層を介在する。この堆積物の上 lこ，厚さ1O ~25 em の黒色腐植土がのり，

さらにその上 lこ厚さ 2~5em の微細な軽石堆積物がおおって発達する。

さらに，上斜里から小清水町に通ずる道路の切割りでは， 3層の軽石堆積物がみとめら

1) 勝井義雄:前出，跡佐登山火山噴出物の区域は，この図幅にまで及んでいないように

記述している。

2) 勝井義雄:前出， 1958
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区域l乙発達するそれらの大きさと，ほとんどかわらないのまた，来j宝附近では，下から厚

さ 80 em, 10em, 30em の 3 層の軽石堆積物がみとめられる。両地域とも，この軽石堆積

物の上に，黒色腐植土がのり，さらに，微細な軽石堆植物がおおって発達する。

いずれの地区でも，黒色腐植土や微細な軽石

堆積物をのぞいて，摩周軽石 Jit 積物とした。 1

要するに，この堆積物は，南部では 1 層，北 4

部では 3 屑という具合に変化する。いま，南北 z

から北へ， 1 層の層j享の変化をみると，第 26 図

にしめすように変化する。軽石の大きさには，

さほどの変化はみとめられない。

1(~~附近lこ分布するこの堆積物の一部は，アザ • S

ν ュブ口、ソクに利用されている。

この軽石は，一般にきわめて気泡にとむ。他

凶
員
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第 26 図 摩同軒石 i1七積物の屑

厚変化問

は淡黄褐色のガラスで，品子はほとんどみられず，斑品として，わずかの斜長石，紫蘇輝石，

普通輝石および磁鉄拡がみとめられるにすぎないが，首:通輝石紫蘇輝石安山岩に属する。

v.n 扇状地堆積物

この堆積物は，チエサクエトンビ川下流流域 lこ分布する。摩周軽石堆積物をおおい，微

細な杭石，火山灰におおわれる σ

一般に頭大から挙大以上の礁で，その聞を i陪石，砂でうずめられている。だが同結して

いるようなことはない。構成礁は，主にこの河の源である斜里民の火山噴出物と同様であ

る。

なお，地質図 lこは没色してないが，小規模な扇状堆植物が，斜里岳を源とするやや水量

の多い河川の下流にみとめられる。

V.12 火山岩府堆積物

1) その化学組成はつぎのようである。

Si02=65.53 Ti02=0.36 Ah03=14.72 Fe203=2.48 FeO=3.21

MnO=O.lO MgO=1.49 CaO=4.42 Na20=3.54 K20=0.85

P205=0.20 1-120 ム =2.71 H20-=0.20(分析者勝井義雄)

勝井義雄:前出， 1958
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斜里吊頂上近くの，本峰，南峰および南峰から西峰に続く電根によって， 3 方をかこま

れた地域は， zt地状の凹んだ地形をしめしている。地形のうえから，この地域は，古い爆

裂火口と推定される。この火口氏は，おもに同凶の熔岩矧の大小さまざまな角礁からなる，

崖錐によって埋められている。なお，崖封f~の一部をおおって，褐鉄鉱の沈澱鉱床がみられ

る。

V.13 氾濫原堆積物

斜里川，札鶴川の各河川にそうで発達するつ主に頭大の安山岩質礁を主とするが，粘土

砂疎，浮石もみられ，流域を構成している地質によって，多少のちがいがある。

VI 応用地質

金属鉱床を目玉胎する新第三系のグリンタフが，同 i隔南東隅 i乙窓状 l三分布している。しか

し，みるべき鉱床はもちろん，鉱床帯もみとめられるにいたっていない。

第四紀火成活動に伴う鉱床としては，褐鉄鉱，硫黄があり，そのほか，温泉，冷泉が数

個所に湧き出している。

また，図幅の大半をおおって分布する摩周軽石の一部は，アヅ乙ノェブロック l乙利用され，

さらに，斜里川と札鶴川との合流点附近の熔結凝灰岩は，かつて問知石として採石された。

VI. l 硫黄

これは，頂上周辺の安山岩の中に発達する破砕帯にそって発達する。だが，岩石の割自

にそって，わずかに附着しているていどで，問題にはならない。

VI.2 褐鉄鉱

本峰，南峰および南峰から西峰 lこ続く尾根 lこかこまれた地域は，ほぼ面積 1 krn 2 ていど

の盆地状を呈している。乙の地域の 3 方は :~~~~mIT となってそれぞれ尾根に続いており，西

側だけが聞けて，ここからチエサクエトシピ川が流れだしている。この地形と，その底 l乙

崖錐がみられることから，この地域はやや古い爆裂火口の跡とみられる。

この火口の中心より西側よりの地区に，店卸;をおおって褐鉄鉱の沈澱鉱床がみられる。

この鉱床の広がりはほぼ 150 rn 2 である。その厚さは充分に確めることはできなかったが，

一部では 10m をこえている。厚さは，基底の地形に支配されて膨縮がはげしいものとみ
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。

第 27 図褐鉄鉱床見取図

1 斜宅岳本体火山第 1 期熔岩 2 崖錐

0.5

3 褐鉄鉱
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られる。鉱石は，褐鉄鉱のなかに，細粒の硫黄の単体をふくんでいる。一般に低品位のも

牢

ので，良質の部分でも Fe=42.15 ;Yo， 5=2.48%である。

この鉱床は，鉄鉱泉によって火口l震に沈澱し，形成されたものと考えられる。硫黄は沈

澱の途上，周囲の昇華硫黄から由来したものとみられる。

この鉱床は，鉄品位の低いこと，硫黄成分の高いこと，および賦在地域が頂上近くなの

で地形も急峻であり，搬出にはひじように不便である。これらのことより，稼行には困難

であるとみられるつ

このほかにも，褐鉄鉱は，この火口から流れでるチエナクエトンビ川にそって，部分的

2にみられる。これは川床を薄くおおうていどの新しい沈澱物であって，ごく小規模のもの

である。

VI.3 温泉

図幅南東隅のサマザケヌプリ山山麓に分布するサマザケヌプリ火山噴出物中の，含紫蘇

輝石普通輝石安山岩中に湧出する。湧出口には，多量の硫黄が附着している。湧出口での

温度は 36°C であるが沢水の混入を防げ‘ば，さらに温度は上昇するであろう。

VI.4 石材

緑市街南方 1km 附近に分布する j事周軽石は，アヅ ν且プロザクとして一部利用されて

いる。

また，札鶴川と斜里川の合流附近に発達する屈斜路熔結凝灰岩の一部は，間知石として，

かつてわずか採石された形跡がある。この附近では，石材に適する熔結凝灰岩の分布範囲

はせましユ。乙れに対し，ホロカナノレ河，ユノレリオロマナイ沢，タテクシナイ沢に発達する

ものは，立地条件にめぐまれないが，品質は良好で，埋蔵量も豊富である。

VI.5 地下水

萱野台地の地下水は，地区南西部丘陵地から供給をうけ，北東方向に，札鶴層中を流下

する。これらの地下水は，この台地と崖をもって接し，その辺縁部を流れる宇連別川の最

大の水源となっている。その地下水面までの深度は平均して 30m 前後である。

*分析者:道立地下資源調査所技師佐藤 厳

1) 河田 英，伊藤政夫:手記， 1951
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale, 1:50,000

SHARIDAKE

(Abashiri-'-50)

by

RyoyaSugimoto&KiyoshiHasegawa

(Written1959)

Abstract

TheareaoccupiestheroottheShiretokopeninsula. Someare

cultivatedandotherscoveredwithanenergeticforest. Someflatlands

withmaximumheightofabout120m.abovesealevelhavebeenbringing

undercultivationsincetheendofthe2ndWorIdWar. Inthisareathe

onlycommunicationisarailwaycrossingtowords north-south, along

whichseveralvillagesasKiyosato, SatturuandMidoriarelocated.

TopographyandGeology

Generallyviewingthisareaisdividedintoseveralunitsasfollow_~ ，

whicharecloselyconnectedwithgeology;

(a) Themountanious land, about 800"""1 ,300 m.abovesea level,

formedofstrato-volcanoessuchasSharidakeandSamakkenupuriyama.

(b) The flat or hilly land, about 60 ,...,,120 m. abovesea level,

showingthesedimentationsurfaceoftheSattsurubed.

(C) Thepyroclasticplateauwithsomeupsanddowns, about150

,...,,300 m.abovesealevel,representingthefluidalsurfaceoftheKutcharo

pumiceflow.

(d) ThefloodplainandthefanalongtheSharigawa.

Theareamappediscoveredalmostwiththevolcanicrocksof

Quarternaryages. Theso-called“ green-tu 百" isonlyseeninsmall
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areaofeast-southernpaJ;:t.

Thegeologicalformationsoftheareaandtheir stratigraphical

successionsaregivenasfollows.

Floodplain, volcanicdetritusandfan

deposits

(Recent ………… {Mashu pumicefalldeposits

I ISharidakevolcanicdetritusdeposits

I lSharidake (summitvolcanics

I volcanicslMainbodyvolcanics

Quaternaryｷ.....~ (Riverterracedeposits

I ISattsuru {pumiceousclaydeposits

I I bedlSandandgraveldeposits

I IKutcharo (Weldedtu 旺
lPleistocene..… 1 volcanics'lpumicedeposits

IEtonbidakesandbed

I (Atakkucha, Sama-
ISommavolcanicsI~ken_l取lri and
lof-Kutchar~ --~- --1Sharidakebasal

lVolcanics

Tertiary··· ……… Miocene· 一……… fTatekunnai formation
lChuriformation

TheoldeststrataofthisareaistheChuruiformation (middle

Miocene). Itisaproductofviolentsubmarineeruptionswhichtook

placealloverthearea. Attheearlierphaseoftheactivity, explosive

activityofbasicmagmagaverisetothickbedofgreentu 任. Atthelater

phase, thinbedofliparitictu 百 was formed. Bothbedswereintruded

bysmallmassofliparitea百ected byalteration. Thealterationmay

beduetohydrothermalsolutionasthisareabelongstotheShiretoko

oreprovmce.

TheTatekunnaiformationconsistingchieflyofmudstoneandmuddy

shalewithpumiceoustuffbedseemestocovertheChuruiformation

conformably. TheformationiscorrelatedwiththeKoshikawa(upperｭ

Miocene)wellknowninthegeologyofeasternHokkaido.

SeeningfromthegeologicalstructureoftheShiretoko peninsula,
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theTertiaryformationsmentionedaboveoccupiestheeastlimbofthe

Shiretokoanticline.

TheQuaternaryvolcanoesbelongtothesouth-westernpartofthe

Kulilevolcaniczoneandtheirproductsaredividedintotwogroups, the

RecentandthePleistocenedeposits.

Attheearlierphaseoftheactivity, femicandesiticlavassuchas

theAtakkucha, theSamakkenupuriandtheSharidakebasalvolcanics

wereformed. TheactivitiesseemtobethatofthesommaofKutcharo.

Thevolcanoesareavestigeofvolcanicformandcrateratpresent. It

isnoticed, especially, thattheEtonbisandbedontheSharidakebasal

volcanicsmayhavebeenlakedep03its. Aftertheconstructionofthese

volcanoes, tremendousamountofpumiceandweldedtuff,namedKutcharo

volcanics,waserupted;thepumicedepositsarerichinnormalsediments

withcross-beddinginlowerpartandinpumiceinupper. Itis clear,

accordingly, thatthedepositiontookplaceinshallowwater. Thepumice

containsquartz phenocryst, andsothispartisdistinguishedfromthe

welded tu 妊 of upperpart. Followingthepumice (deposits, violent

explosiveeruptionaccumulatedtheweldedtu 百. Thiscontainsabundant

foreginrockfragmentswhichareangularinformandbadinsorting.

Aftertheeruptions, theKutcharocalderawasformedbydepression.

Afterashortperiodof denudation, theSattsuruformationwas

formed. Atthebasalpartofthe formation , gravelandsandwith

ironsandbedwereaccumulated, buttheupperpartconsistsalmost

whollyofpumiceousclay.

Therearetowopinionsontheageofthevolcanicactivity;one

regardsastheupperdi1uvium.andotherlowerdiluvlnm, butthedatas

todecidetheagewereunfortunatelyobtainedbythewriters. And

thentheysufficeittosaythattheactivitytookpoaceinpleistocene.

Atthelatepleistocene, theriverterracedepositsalongtheSharigawa

wereformed.

Followingtheupheaval, activitiesofandesiticmagmaconstructed

somelargerecentvolcanoes.Amongthem, theextinctSharidakevolcano

belongstotypicalstrato ・volcano. Thevolcanicsaccordingtoeruptive

mechanismaredividedintotowgroups, namedthemainbodyandthe
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summitvolcanics.Themainbodyvolcanicsconsistsalmostwhollyof

andesiticagglomerateandthesummitandesiticlavas. Bothrocks

belongforthemostparttothehyperthene-augiteandesite. Slightly

aftertheeffusionof-thevolcanics, anenormouspumiceeruptiontook

place. TniswasfollowedbythedepressionoftheMashucaledra.

Thepumiceisfelsicaugite-hypertheneandesite.Thenearerthedeposits

approachthecaldera, thethickerbecomethethickness.

Atthelateralluvium, thefloodplaindepositealongtheSharigawa

wereformed.

EconomicGeology

Thegreentu 旺 (Churui formation)oftheShiretokopeninsulahas

beenrecognizedasbasemetalbearingformation, butevenamineralized

signwasnotseen. Thefactmaybeduetothelimiteddistribution

ofthegreentu 妊.

TheSharidakevolcanicsoftheRecentageaccompanywithlimonite

andSulphurdeposits. ThelimonitedepositsdiscoveredintheSharidake

summitlavashavehardlyanyeconomicvaluebecauseofsmallscale.

Thesulphurdepositeareoutofthequestion. Theonlyresourceof

someeconomicimportanceistheKutcharovolcanicsandtheMashu

pumicedeposits. AmongtheKutcharovolcanics, theweldedtu 百 once

wasquarriedforcivilengineering purposes, andtheMashupumice

depositshavebeenusedasashblocks.
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斜里岳地質図幅正誤表

誤正

普通輝石紫藤輝石安山岩 普通輝石紫蘇輝石安山岩質軽石
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